
門の話題長

11

た
め
池
100
選
、
棚
田
20
選
認
定
書
交
付

観
光
交
流
の
き
っ
か
け
に

　

４
月
28
日
（水）
、
長
門
農
林
事
務

所
で
全
国
た
め
池
100
選
と
や
ま
ぐ

ち
棚
田
20
選
に
選
ば
れ
た
た
め
池

と
棚
田
の
代
表
者
に
、
藤
井
克
彦

長
門
農
林
事
務
所
長
か
ら
認
定
書

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
た
め

池
100
選
に
選
ば
れ
た
の
は
、
油
谷

後
畑
の
深
田
た
め
池
、
や
ま
ぐ
ち

棚
田
20
選
に
選
ば
れ
た
の
は
、
中

ノ
森
地
区
、
東
後
畑
地
区
、
青
海

地
区
の
棚
田
で
す
。

　

認
定
書
を
受
け
取
っ
た
そ
れ
ぞ

れ
の
代
表
者
は
、「
選
定
さ
れ
た

こ
と
は
大
変
う
れ
し
い
」、「
た
く

さ
ん
の
人
に
見
て
も
ら
う
こ
と

が
保
全
に
も
つ
な
が
る
」、「
観
光

客
と
の
交
流
の
き
っ
か
け
に
し
た

い
」
な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

第
５
回
長
門
市
消
防
操
法
大
会

消
防
魂
を
い
か
ん
な
く
発
揮

　

４
月
25
日
（日）
、
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

の
ふ
れ
あ
い
広
場
で
「
第
５
回
長

門
市
消
防
操
法
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。「
応
急
操
法
の
部
」

に
消
防
団
９
部
隊
、「
水
バ
ケ
ツ

消
火
の
部
」
に
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

な
ど
７
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
応
急
操
法
の
部
】

１
位　

日
置
分
団
第
１
部
隊

２
位　

油
谷
分
団
人
丸
隊

３
位　

深
川
北
分
団
第
１
部
隊

【
水
バ
ケ
ツ
消
火
の
部
】

１
位　

 

ブ
ル
ー
ウ
イ
ン
ド
ガ
ー
ル

ズ
（
湯
免
清
風
園
）

２
位　

ゆ
も
と
苑
マ
ー
メ
イ
ド

３
位　

へ
き
楽
園

健
康
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

爽
快
！
さ
わ
や
か
な
汗
光
る

 

4
月
25
日
（日）
、「
健
康
づ
く
り
歩

け
歩
け
大
会
」
が
日
置
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
か
ら
菅
無
田
公
園

を
経
由
し
千
畳
敷
ま
で
の
コ
ー
ス

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
歩

く
こ
と
の
大
切
さ
と
ふ
る
さ
と
の

豊
か
な
自
然
を
再
発
見
し
て
も
ら

お
う
と
市
が
開
催
し
た
も
の
で
、

家
族
連
れ
な
ど
84
人（
22
チ
ー
ム
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
準
備
体
操
を
し

た
後
、
日
置
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
を
出
発
し
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
形
式
で
各
所
に
設
置
さ
れ
た

ポ
イ
ン
ト
の
長
門
市
に
ち
な
ん
だ

ク
イ
ズ
を
解
き
な
が
ら
千
畳
敷
の

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。途
中
、

つ
つ
じ
が
美
し
い
菅
無
田
公
園
を

経
由
す
る
コ
ー
ス
に
な
っ
て
お

り
、
参
加
者
は
、
美
し
い
自
然
を

満
喫
し
な
が
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

５
月
４
日
（火）
、
通
地
区
の
小
浦

埋
立
地
で
「
第
６
回
通
な
ん
で
も

市
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
「
サ
ザ
エ
１
ト
ン
ま
つ
り
」
と

い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も

と
、
サ
ザ
エ
の
生
や
つ
ぼ
焼
き
販

売
、
詰
め
放
題
コ
ン
テ
ス
ト
や
○

×
ク
イ
ズ
な
ど
、
サ
ザ
エ
を
使
っ

た
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
他
に
も
魚
の
つ
か
み
取
り

や
海
鮮
汁
の
無
料
配
布
が
あ
り
、

家
族
連
れ
や
観
光
客
な
ど
多
く
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

最
後
の
大
抽
選
会
で
は
、
当
選

番
号
が
書
か
れ
た
ア
ワ
ビ
の
貝
殻

を
、
地
元
の
海あ

ま士
が
海
に
潜
っ
て

取
っ
て
く
る
と
い
う
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
企
画
さ
れ
、
数
字
が
読
み

上
げ
ら
れ
る
た
び
に
会
場
か
ら
歓

声
が
上
が
り
ま
し
た
。

第
6
回
通
な
ん
で
も
市

豪
快
！
サ
ザ
エ
１
ト
ン
ま
つ
り

長
門
市
戦
没
者
追
悼
式

平
和
へ
の
誓
い
語
り
継
ぐ

　

５
月
19
日
（水）
、
な
が
と
総
合
体

育
館
で
平
成
22
年
度
長
門
市
戦
没

者
追
悼
式
が
行
わ
れ
、南
野
市
長
、

遺
族
や
関
係
者
約
330
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

式
で
は
、
全
員
で
君
が
代
を
斉

唱
し
た
後
、
戦
没
者
英
霊
に
感
謝

の
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
そ
し
て

南
野
市
長
が
、「
私
た
ち
は
、
先

の
大
戦
か
ら
学
ん
だ
多
く
の
教
訓

を
改
め
て
深
く
心
に
刻
み
、
次
世

代
を
担
う
若
者
へ
し
っ
か
り
と
歴

史
を
語
り
継
ぎ
、
平
和
で
希
望
に

満
ち
た
長
門
市
と
な
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
次
に
、
長
門
市
連
合
遺

族
会
長
の
藤
本
健
さ
ん
が
「
平
和

を
守
り
、
英
霊
の
顕
彰
を
伝
え
て

い
く
の
が
私
た
ち
の
使
命
で
す
」

と
追
悼
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

▲大抽選会のようす

▼魚のつかみ取り

2010.6.1 10



萩
・
長
門
清
掃
一
部
事
務
組
合
が
設
立

よ
り
効
率
的
な
ゴ
ミ
処
理
へ

13 2010.6.1 12

日
置
農
業
高
等
学
校
の
生
徒
が
二
位
ノ
浜
清
掃

美
し
い
海
岸
が
よ
み
が
え
る

　

４
月
26
日
（月）
、
日
置
農
業
高
等

学
校
の
全
校
生
徒
162
人
と
、
仙
崎

海
上
保
安
部
、
長
門
警
察
署
、
長

門
市
職
員
が
ニ
位
ノ
浜
で
清
掃
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

来
年
度
、
同
校
は
大
津
緑
洋
高

校
に
再
編
統
合
さ
れ
る
た
め
「
日

置
農
業
高
校
」
と
し
て
の
活
動
は

こ
れ
が
最
後
と
な
り
ま
し
た
。

交
流
セ
ン
タ
ー
の
入
館
者
が
90
万
人
を
達
成

お
風
呂
か
ら
の
眺
望
が
人
気

　

５
月
３
日
（月）
、
日
置
農
村
活
性

化
交
流
セ
ン
タ
ー
の
入
館
者
が

90
万
人
を
達
成
し
、
90
万
人
目
の

入
館
者
、
島
根
県
益
田
市
の
平
野

貴
志
さ
ん
一
家
に
南
野
市
長
か
ら

花
束
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
平
野
さ
ん
一
家
は
、
連
休
を

利
用
し
た
旅
行
中
で
、
偶
然
立
ち

寄
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

４
月
１
日
（木）
、
新
ご
み
焼
却
施

設
の
建
設
と
管
理
運
営
を
長
門

市
と
萩
市
が
共
同
で
行
う
た
め
、

「
萩
・
長
門
清
掃
一
部
事
務
組
合
」

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
組
合
の
代

表
で
あ
る
管
理
者
に
、
野
村
興
兒

萩
市
長
が
、
副
管
理
者
に
南
野
京

右
長
門
市
長
が
就
任
し
、
両
市
の

職
員
計
5
人
が
組
合
事
務
局
に
派

遣
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
永
長
門
市
議
会
議
長
、
青
木

萩
市
議
会
議
長
の
立
ち
会
い
の
も

と
、
萩
市
役
所
第
3
庁
舎
内
に
両

市
長
に
よ
り
「
萩
・
長
門
清
掃
一

部
事
務
組
合
」
の
看
板
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
新
ご
み
焼

却
施
設
の
平
成
27
年
度
供
用
開
始

に
向
け
、
事
業
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

■
一
部
事
務
組
合
の
概
要

（１） 
組
合
の
名
称　

萩
・
長
門
清
掃

一
部
事
務
組
合

（２）
構
成
団
体  

長
門
市
、
萩
市

（３） 
対
象
地
域  

長
門
市
、
萩
市
（
見

島
を
除
く
）、
阿
武
町
（
委
託
）

（４）
一
部
事
務
組
合
が
行
う
事
務

  

① 

可
燃
ご
み
処
理
施
設
の
設
置
、

維
持
管
理
お
よ
び
運
営
に
関

す
る
事
務

  

② 

組
合
が
関
係
市
以
外
の
地
方

公
共
団
体
か
ら
委
託
さ
れ
た

事
務

  

③ 

事
務
所
の
所
在
地

　

  

萩
市
役
所 

第
3
庁
舎
内

　

  

萩
市
大
字
江
向
５
１
０
番
地

■
主
な
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 

○
平
成
22
年
度
〜
23
年
度

　

 

生
活
環
境
影
響
調
査
、
新
ご
み

焼
却
施
設
建
設
・
運
営
管
理
手

法
の
検
討
、建
設
用
地
の
購
入
、

林
地
開
発
お
よ
び
都
市
計
画
決

定
等
の
手
続
き
ほ
か

○
平
成
24
年
度
〜
26
年
度

　

 

用
地
造
成
工
事
お
よ
び
新
ご
み

焼
却
施
設
建
設
工
事
、
総
合
試

運
転
、
竣
工

○
平
成
27
年
度  

供
用
開
始

▲長門・萩両市長と議長が一部事務組合の看板を設置

通
向
岸
寺
で
鯨
回
向

鯨
へ
の
慈
愛
の
心
を
継
い
で

　

５
月
１
日
（土）
、
通
の
向
岸
寺
で

鯨く
じ
ら
え
こ
う

回
向
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
鯨
回

向
は
捕
獲
し
た
鯨
の
霊
を
慰
め
る

た
め
に
300
年
以
上
前
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
伝
統
行
事
で
、
鯨
の
胎
児

を
埋
葬
し
た
「
鯨
墓
」
や
「
鯨
位

牌
」、
人
間
と
同
様
に
鯨
に
戒
名

を
つ
け
た
「
鯨げ
い
げ
い鯢
過
去
帖
」
と
と

も
に
、
鯨
の
恩
恵
に
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
毎
年
鯨
漁
の
終
わ
る

こ
の
時
期
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

南
野
市
長
は
「
こ
う
し
て
鯨
に

戒
名
を
つ
け
て
菩
提
を
弔
う
の
は

通
だ
け
。
皆
さ
ん
の
厚
い
信
仰
心

の
お
か
げ
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
し

て
「
通
鯨
唄
」
が
奉
納
さ
れ
た
後
、

法
要
が
営
ま
れ
、
全
員
が
焼
香
を

し
て
鯨
の
霊
を
慰
め
ま
し
た
。

用
語
解
説

　
「
一
部
事
務
組
合
」
と
は
、
一
市

町
村
で
は
対
応
で
き
な
い
、
あ
る

い
は
広
域
で
取
り
組
ん
だ
方
が

効
率
的
で
あ
る
な
ど
の
理
由
で

設
立
さ
れ
る
組
合
の
こ
と
で
、
ご

み
処
理
や
消
防
な
ど
様
々
な
事

務
が
共
同
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
３
回
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

ふ
る
さ
と
の
海
岸
を
き
れ
い
に

　

５
月
16
日
（日）
、「
第
3
回
ビ
ー

チ
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
が
大
浦
海

岸
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
地

元
の
グ
ル
ー
プ
「
母
な
る
海
を
守

る
会
」
が
、
海
岸
に
漂
着
し
た
ゴ

ミ
を
清
掃
し
よ
う
と
企
画
し
た
も

の
で
、
地
元
住
民
や
他
の
地
区
か

ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
約
250
人

が
清
掃
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

海
岸
に
は
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や

ポ
リ
タ
ン
ク
な
ど
た
く
さ
ん
の
ゴ

ミ
が
漂
着
し
て
お
り
、
参
加
者
は

そ
れ
ら
を
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
て
一
ヵ

所
に
集
め
ま
し
た
。
清
掃
後
は
、

地
元
の
人
た
ち
か
ら
ふ
る
ま
わ
れ

た
ワ
カ
メ
む
す
び
に
舌
鼓
を
打
ち

な
が
ら
、
作
業
で
疲
れ
た
体
を
休

め
て
い
ま
し
た
。

心
を
込
め
て
作
り
ま
す

前ま
え
ば
ら原 

美み

や

こ

也
子 

さ
ん
（
お
菓
子
の
ア
ト
リ
エ
シ
ュ
ー
勤
務
）

熱血！
新鮮力

※ 

仕
事
は　

ケ
ー
キ
や
焼
き
菓
子

な
ど
の
洋
菓
子
を
作
っ
て
い
ま

す
。
幼
い
頃
か
ら
大
好
き
だ
っ

た
お
菓
子
作
り
で
、
人
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
な
仕
事
が
で

き
た
ら
い
い
な
、
と
思
っ
て
こ

の
仕
事
を
選
び
ま
し
た
。

※ 

趣
味
は　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
す

ね
。
市
内
の
サ
ー
ク
ル
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
他
に
も
ア
ク
セ

サ
リ
ー
を
作
っ
た
り
、
た
ま
に

釣
り
に
行
っ
た
り
し
ま
す
。

※ 

好
き
な
タ
イ
プ
は　

や
さ
し
く

て
、男
ら
し
い
人
が
い
い
で
す
。

※ 

自
由
に
一
言　

お
菓
子
を
作
る

時
、
お
い
し
く
作
る
の
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
デ
ザ
イ
ン
に
も

こ
だ
わ
っ
て
美
し
く
仕
上
げ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
が
心
を
込
め

て
作
っ
た
お
菓
子
を
、
ぜ
ひ
食

べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。


